
　６月に行われた英国の欧州連合（ＥＵ）離脱をめぐる国民投票は、世
界のマーケットに大きな混乱をもたらしました。世論調査では残留、
離脱が拮抗していたものの、直前のブックメーカー（賭け屋）の予想
では８割が残留を支持していたことから、離脱派が優勢との投票結
果が発表されるたびに強烈なリスクオフの展開となり、円高・株安を
もたらすことになりました。
　これはマーケットのおごり、すなわちグローバル化が進めば世界
経済は大きなメリットを受ける、あるいは、理性的に考えれば離脱は
ありえない、とするマーケットの勝手な思い込みが招いた結果だと
考えます。さらには、移民の流入により雇用や賃金状況が悪化した、
と考える人々の感情やグローバル化による格差拡大の問題を軽視
した結果かもしれません。

　一方で、英国内の格差拡大による混乱は、米国の「トランプ現象」
とも重なる先進国の構造的な問題と捉えることができます。さらに
は、中国経済の減速やブラジル経済の低迷、多発するテロなど、世界
はますます混迷の度を深めています。これらの事象は、戦後築かれて
きた先進国中心の世界秩序が大きく変化し始めていることの証左で
あり、世界はまさに、これまでの経験が通用しない新たな時代を迎え
ているように思われます。
　私は、このような先行き不透明な時代に必要なのは、地図なき道を
ともに歩み、新しい価値を創造できるパートナーの存在ではないかと
考える次第です。私どもは、地域金融機関としてその役割を果たすこ
とは言うまでもなく、皆さまのお役に立ち、ご期待に添える真のパー
トナーとして、全役職員が一層努力してまいる所存です。
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「真のパートナー」
滋賀銀行 常務取締役  若林 岩男

　鎌刃城という城の存在を知る人は滋賀県内でもそう多くはあ

りません。城は米原市番場の背後に聳える標高384mの急峻な山

の山頂部に構えられています。その立地は江南と江北の境界線上

にあたり、当初は江北の守護京極氏の最前線基地として築かれ

たものと考えられます。こうした城のことを境目の城といいます。

　さて、鎌刃城は地元の人でさえ知られていない山城でした

が、1998（平成10）年から2002（平成14）年の５カ年にわたる発

掘調査の結果は、従来の小さな山城というイメージであった鎌

刃城を大きく変えるものとなりました。その最大の発見は石垣

によって築かれていたことが判明したことです。戦国時代の山

城は土を切り盛りして築く土木施設なのですが、鎌刃城ではほ

ぼ城域のすべてが石垣によって築かれていました。織田信長に

よって築かれた安土城よりも古い段階で石垣の城であったこと

は特筆されます。

　実は、私はこの鎌刃城の発掘調査の担当であったのですが、

石垣が検出されたときは驚きでした。さらに興味深かったのは

検出した石垣がすべて人為的に埋められていたことです。これ

は城割を示しています。城割とは別名破城とも呼ばれる行為

で、廃城となった城の石垣などを破壊してしまうことです。新た

な支配者が旧の支配者の城を破壊することによって、領民に新

たな時代の来たことを見せるわけです。あるいは新たに戦争が

勃発したときに、敵に城を利用されないためであったとも考え

られます。いずれにせよ鎌刃城は廃城に伴い城割がおこなわれ

た城としても注目されます。

　しかし、鎌刃城の発掘調査で最も注目されるのは地下室を

伴う櫓の発見です。本丸の北に延びる尾根の先端に構えられた

土塁囲いの曲輪から規則正しく配置された礎石が出土したの

ですが、その隅の礎石は周囲の土塁直下に据えられており、土

塁が壁面となっていたようです。そうであれば、この土塁に囲ま

れた部分は地下室であったと考えられます。では、城に地下室

などが存在したのでしょうか。実は天守と呼ばれる重層建物の

多くには地下室が存在しました。それを穴蔵と呼んでいます。安

土城の天主は５重７階の構造をしているのですが、内部の７階

のうちの１階は地下室のことです。

　さらによく調べてみると天守に穴蔵が伴うのは古い段階の

望楼型天守だけで、新しい層塔型天守にはあまり見られなくな

ります。もちろん城郭に地下室が造られるのは天守以外にはあ

りません。したがって鎌刃城で検出された地下室は天守の祖形

となるような櫓であった可能性が高いといえます。あるいは近

江に侵攻してきた織田信長は、こうした近江の城をヒントにし

て安土城を築いた可能性も充分に考えられます。観音寺城の

石垣とともに鎌刃城の地下室を伴う櫓の存在は近江の城郭の

先進性を如実に物語っています。

　戦国時代の山城の城域がすべて石垣によって築かれている

ことと、地下室を伴う櫓の存在などが大きく評価されて、鎌刃

城跡は2005（平成17）年度に国の史跡に指定されました。

天守の祖形が出土した山城
滋賀県立大学教授  中井 均
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　当行は７月６日、「『しがぎん』エコビジネスマッチングフェア2016」
を琵琶湖ホテルで開催しました。お取引先88社・団体が出展し、
1,420名のお客さまにご来場いただきました。
　本フェアは、当行が持つ豊富なネットワークを活用し、環境ビジネ
スや医療・健康関連産業に取り組まれるお取引先の販路開拓・技術
提携・共同開発などの新たな事業展開にお役立ていただくもので
す。当日は583件の商談が行われ、この日だけで５件、６億円を超える
契約が成立するなど、活発な交流の場となりました。
　９回目の今年は、「エコプロダクツ」分野を新設。各社の特色あるエ
コ製品が展示されました。また、昨年に引き続き、金融サポートコー
ナーでは、「クラウドファンディング」の取組事例を紹介。地域資源を
利用した新商品・サービスの提供に取り組む事業者に対し、当行と
ミュージックセキュリティーズ株式会社が提携して行うサポート内容
や、現在募集中のファンド等について、実際の製品やパネルを使って
展示しました。

　当行は「未来創造型銀行」として、「地域・お取引先の成長なくして
当行の成長なし」との思いを胸に、さらなる地域経済の活性化に努
めてまいります。

出展ブースでは、活発な交流・商談が行われました

「『しがぎん』エコビジネスマッチングフェア2016」を開催
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